
活 勤 報



日　本　語・日　本　事　情

中　川　正　弘

教室の窓から間近に新しい建物が見える。 3月に移転を予定している文学部の校舎だ。

工事もほぼ終わり、建築資材もだいぶ片づけられたが、回りを見るとまだ建築現場としか

見えない。

広島大学が東広島市への統合移転途中にあり、これによって生じる問題がいろいろある

ことはこれまでにも報告してきた。昨年4月には学部として最大規模の総合科学部が移転

するということで、日本語の授業を受ける留学生も東千田キャソパス(広島市)と西条キャ

ソパス(東広島市)の間でいくらか移動があるだろうと予想されていたが、開講授業数や

クラス定員の配分に不都合が生じるほどではなく担当者一同ほっとしたことを覚えている。

どの学部の留学生にも関わり、コース、カリキュラムを設定、修正しなければならない

われわれにとって、学部単位の移転による学生の移動はこれからも注意深く窺っていかな

ければならない重要な要因だが、受講者数の変化には他にもいろいろな要因が絡んでいる。

広島大学に在籍する留学生総数は9月1日現在で550人と、数年前までの急激な増加か

ら見ると、増加曲線はかなり緩やかになった。特別編成の日本語集中コース所属の者を除

いて、初級の日本語を勉強しようとする留学生はみんなこの「日本語・日本事情」で開講

する授業に来ているが、昨年前期(4月～9月) 8名、後期(10月～3月) 7名だったと

ころが、今年は前期16名、後期17名と2倍以上に増えている(前期一中国人5名、バソグ

ラデシュ4名、ガーナ2名、ス-ダソ1名、フイリピソ1名、ロシア1名、韓国1名、イ

ソド1名/後期一中国5名、イソドネシア2名、ドイツ1名、ヨルダソ1名、タイ1名、

スリラソカ1名、南アフリカ1名、イギリス1名、 -ソガリー1名、韓国1名、エジプト

1名、バソグラデシュ1名)0

この内、総合科学部所属の学生は前期4名(他は工学部5名、生物生産学部5名、教育

学部1名、理学部1名)、後期はゼロ(工学部10名、生物生産学部2名、教育学部2名、

理学部3名)だ。東千田キャソパスでは初級の受講者が大幅に減少しているが、総合科学

部の留学生で初級の日本語を勉強する著がもともとそれほどの人数ではなかったことを考

えれば、東千田の初級受講者数の減少も学部の移転以外の要因が働いているようだ。

彼らは身分としては大学院の受験準備をしている研究生、大学院生、客員研究員、外国

人教官だが、やって来る時期も不確定な研究生の受け入れ状況こそ初級クラスの受講者数

変化の最大の要因なのだろう。
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当セソターで行っている日本語の授業のうち、大学全体の留学生数の増加に比例して受

講者数が増えるのはこの日本語・月本事情の講座だけである。他の特別コースは受け入れ

自体に定員があるので、大学全体の留学生数が増えても人数的な変化はないO

かと言って、それらの特別コースとまったく関わりがない訳ではないO日本語研修コー

スや教員研修コースで日本語初級を終えた著で、さらに日本語の勉強を続ける者は日本語・

日本事情の中級に来るからだ。専門が理系で、それほど高い日本語能力を要求されない者

は専門のスケジュールの合間を見て途切れ途切れに授業にやってくるだけだったりもする

が、ここ1 ・ 2年、専門が文系で.、集中コースで初級を勉強した後、さらに日本語を磨く

ことが要求される者もかなり増えている。

そういう受講者の数的、質的変化がある一方で、数少ない教室はどれも20名がやっと

の規模で増築できるわけでもないム

中級、上級ではこの定員をはるかに上回る授業も多くなっている。初級の方も上で述べた

ように前期16名、後期17名と、そろそろ教室定良に近づいてきたが、次年度の受講希望

者がどれほどになるか、調査することも不可能であり、ただ気を採み左がら待つばかりだo
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表1　日本語・日本事情授業科目

授 業 .科 目 ′

開 単

位 .

設 数

学 期 別 週 授 業 時 数

備 考
前 期 H e 通 年

◎ 日 本 .語 初 級 I 1 2 2 広 島大学 外 国人留 学

生 のための授 業であ る0

日本 語初 級 I か ら日

本 語初 級 Ⅳ まで は前 期

又 は後期 で受 講 0

た だ し、◎ 印 の授業

は 東千 田、.西 条 の両地

区 で開講 0

◎ 日 本 語 初 級 II 1 2 2

日 本 語 初 級 m I 1 2 2

日 本 語 初 級 Ⅳ P 1 2 2

◎ 日 本 語 中 級 I 2 2 2

◎ 日 本 語 中 級 II 2 2 2

日 本 語 中 . 級 rrI 2 2 2

日 本 語 中 級 .Ⅳ 2 2 2

日 本 語 中 級 Ⅴ 2 2 、 2

日 本 語 中 級 Ⅵ 2 2 2

◎ 日 本 語 上 級 I 2 2 2

◎ 日 本 語 上 級 II 2 2 2

◎ 日 本 語 上 級 m 2 2 2

◎ 日. 本 語 r 上 級 Ⅳ 2 2 2

日 本 語 上 L 級 V 2 2 2

日 本 語 上 級 . Ⅵ 2 2 2

◎ 日 本 事 情 I 2 2 2

日 本 事 情 II 2 2 2

日 本 J 事 情 m 2 2 2

日 本 事 情 Ⅳ 2 2 2

日 本 ‥ 事 情 Ⅴ 2 2 2

日 本 事 情 Ⅵ 2 2 2

日 本 .. 文 化 2 2 2

日 . 本 . 語 . 特 .請 15 30
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表2　~日本語・日本事情授業内容

授 業 科 目

単
位

敬

担 当

教 官
授 業 内 容 学 期 備 考

日 本 語

初 級 I
1 深 見

日本語学習経験 のほとんどない学習者

を対象に基礎 から日本語を教 える0
前

後

西 条

キヤソパス

前

後

東 千 田

キヤソパス
1
内 藤

(非 常 勤 )

日 本 語

初 級 II
1 中 川

日本語学習経験のほとん どない学習者

を対象に基礎か ら日本語 を教える0
前

級

西 条

キヤソパス

節

後

東 千 田

キヤソパス
1
渡 部

(非 常 勤 )

日 本 語

初 級 m
1 今 田

日本語学習経験 のほとんどない学習者

を対象に基礎から日本語を教 える0
前

後

西条

キヤソパス

日 本 語

初 級 Ⅳ
1 (未 定 )

日本語学習経験のほとん どない学習者

を対象に基礎か ら日本語を教 える0
前

級

西 条

キヤソパス

日 本 語

中 級 I
2 田 村

日本語初級を終わ った程度の学習者 に

日本語 を教 える0

前 ..

後

西 条

キヤソパス

前

級

東 千 田

キヤソパス
2
後 藤

(非 常 勤 )

日 本 語

中 級 II
2 浮 田

日本語初級を終わった程度の学習者に

日本語を教 える。

前

後

西 条

キヤソパス

前

級

東 千 田

キヤソパス
2
渡 部

(非 常 勤 )

日 本 語

中 級 n
2 下 村

日本語初級を終 わった程度の学習者 に

日本語を教 える0

前

後

西 条

キヤソパス

日 本 語

中 級 Ⅳ
2 田 村

日本語中級 i - niを終 え た程度の学習

者 に日本語を教 える0
前

級

西 条

キヤソパス

日 本 語
2
.大 槻 日本語中級 i ~ ra を終 えた程度の学習

者に 日本語を教える0
前 西 条

中 級 Ⅴ (非 常 勤 ) ft キヤソパス

日 本 語
2

m 日本 語 中級 I - IIIを終 えた程度の学習

者に 日本語 を教える。
前 西 条

中 級 Ⅵ (非 常 助 ) 後 キ ヤソパス

日 本 語

上 級 I
2 深 見

ニ ュー スの聴解をとお して時事 日本語

に特有の語嚢 、表現法を習得 させ る0 あ

わせて 日本語 を聞 きなが らメモを取 る技

術を養わせ る0

前

級

西条

キヤソパス

前

後

東 千 田

キヤソパス
2 深 見
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授 業 科 目
単
位
ォt

担 当

教 官
授 L 業 内 容 学 期 備 考

日 本 語

上 級 II
2 中 川

受講者に書いてもらった作文を教師の

手による書き直し版と比較することで文

法の理解を正しつつ、 2 つの日本語の差

異をあらゆる角度から検討 し、そこに浮

かび上がる日本語、日本文化、日本社会

の特質を総合的に考察する0

前

後

西条

キヤソパス

2 中 川
前

級

東千 田

キヤソパス

日 本 語

上 級 IlI
2 多 和 田

日本文化に関する読み物を読みながら、

文章においてこそ浮かび上がる言葉の意

味を考察する0

前

′後 .

西条

キヤソパス

2
古 滞

(非常数 )

有名な日本文学の作品 (短編) を教材

として、日本語の読解力を養成しつつ日

本文化に触れてもらう0

前

後

東千 田

キヤソパス

日 本 語

上 級 Ⅳ
2 田 村

短編小説をテキス トとして使用 し、読

解を中心に、上級文法、文章表現、語嚢

の指導を行う0

前

級

西条

キヤソパス

2 後 藤

中級を終えたレベルの学生を対象に、

バラソスのとれた日本語能力の獲得を目

指す0

前

後

東千 田

キヤソパス

日 本 語
2
大 槻 イソタビューの音声とそのスクリプ ト

などを用い、日本語の自然な会話に触れ

ながら総合的な表現力を養 う0

前 西条

上 級 Ⅴ (非 常勤 ) 級 キヤソパス

日 本 語

上 級 Ⅵ

2 縫 部 音声映像メディアとスクリプ トを統合

的に使用 し、日本語運用を詳細に分析す

ることで日本語の理解を深める0

前 西条

キヤソパス2 奥 田 後

日本事情 I
2 浮 I 田

日本人の発想の特徴や日本文化 .社会

の構造と特色を講義 .討論する0
前

級

西条

キヤソパス

2
柳 滞

(非 常勤)

日本の文化及び習慣等について考察す

る0
前

後

東千 田

キヤソパス

日本事情 II 2 水 町 コソピューターでの日本語処理練習を

通して日本語を教える0
前 西条

キヤソパス2 未 定 後

日本事情 lIl
2 1 倉 I 弛

日本人の発想の特徴や日本文化 .社会

の構造と特色を講義 .討論する0
前

級

西条

キヤソパス

日本事情 Ⅳ

2

高 永

(非常数 )

日本の文化及び習慣等について考察す

る0 前
西条

キヤソパス今 石

(非常数 )
級

日本事情 Ⅴ
2
下 村

(非常数 )

新聞、雑誌の記事、テレビ録画などを

使って現代社会のさまざまな側面を考察

していく0

前

後

西条

キヤソパス

日本事情Ⅵ
2 未 定

節

級

西条 .

キヤソパス
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日本語日本文化研修プログラム

深　見　兼　孝

広島大学では、昭和60年度より日本語日本文化研修留学生を受け入れているが、昭和62

年度より特別経費の交付を受け、 「日本語日本文化研修プログラム」を開始し、現在に至っ

ている。このプログラムは、日本語研修(「日本語日本事情」で開設されているクラスか

ら選択)、指導教官のもとでの課題研究、日本文化特別講義・見学プログラムからなる。

平成4年度後期および平成5年度前期の日本文化特別講義・見学プログラムの概要は、次

の通りである。

なお、研修生は研修の終わりに研修成果をレポートにまとめ、指導教官と留学生セソタ・一

に提出することになっている。留学生セソタ-ではそれらのレポートをまとめレポート集

として刊行する。

平成4年度後期

10月23日(金)

10月30日(金)

11月6日(金)

11JU3H. (&)

11月20日(金)

11月27月(金)

12月4日(金)

12月11日_ (金)

12月18日(金)

1月8日(金)

: 1月29日(金)

2月3日(水)

: 2月5日(金)

: 2月12日(金)
2月19日(金)

見学　原爆資料館、平和公園、青少年セソタ～

見学　広島城、縮景園

講義　現代日本の女性問題(IWAD平田冨美子)

見学　宮島

講義見学　西条の歴史(郷土史家　飯田米秋)

見学・マツダ

見学　福山市

講義実技　書道(学校教育学部　森井一幸)

講義　日本の方言I-概説- (広島文化女子短期大学　高永　茂)

講義見学　陶芸(陶芸家　川原浩二)

講義　日本の建築(工学部　鈴木　充)

講義　日本文学(教育学部　相原和邦)

見学　尾道市

見学　ほう古堂(筆工場)

見学　郷土資料館

2月20日(土)⊥21日(日)　キャソプ(似島)
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平成5年度前期

5月14日J(金) :見学　岩国城・錦帯橋

5月21日(金)　　見学　そごう坂物流セソタ-

6月6日(日)　　見学　花田植え

7月2日(金)　　見学　キリソビール工場

7月10日(土) -11日(日)キャソプ(似島)

9月10日(金)　修了式・懇談会

前々から「特別講義見学プログラム」を前半期に集中するよう学生の間から希望が出て

いた。そこで、今回は前半期のプログラムを少し増やし、その分後半期のプログラムを軽

くした。今回も「懇談会」において学生から同様の提案が出たので、今後は様子を見なが

ら前半期の比重を増やしていきたい。また、試みとして「日本語日本文化研修プログラム」

とは別に映画の上映を行ったが、次回はそれを「特別講義見学プログラム」に取り入れる

ことを検討している。
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教員研修留学生コース(1992年10月1993年9月)

峯　　　正　志

研修プログラム

I.研修プログラム概要

A　教育学

1)教育学、心理学、教科教育学に関する英語による講義演習。 (一年)

2)授業参観、特別活動見学をはじめ、その他各種の教育施設、社会教育の見学。

(一年)

3)課題研究一指導教官の下で、各自の研修テーマを研修O (一年半)

B　日本文化、日本事情(一年)

1)日本文化、社会に関する多方面からの英語による講義、実習

2)文化活動に参加、各種文化施設の見学。

C　日本語教育

1)日本語特講(初級～中級レベル)。 (6カ月)

2)上記以外の日本語・日本事情のクラス。 (学生の能力、必要に応じて)

D　研修論文およびアブストラクトの作成

II.研修プログラム内容

A　教育学

1)講義・演習

1992/ll/ll (水)

1992/ll/19 (木)

1992/ll/26 (木)

1992/12/10 (木)

1993/1 /28 (木)

1993/1/29 (金)

「日本の教育制度」教育学部教授　青木　蕪

「日本の初等・中等教育」教育学部助教授　安原　義仁

「日本の幼児教育」教育学部教授　祐宗省三

「各国の教育事情」教育学部助教授　二宮　暗

「日本の高等教育」留学生セソタ-助教授　田畑佳則

「日本の教員養成」教育学部教授　吉田　正晴
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2)学校・教育施設見学

1992/10/23 (金)

1992/ll/20 (金)

1992/12/2 (水)

1992/12/4 (金)

1993/ 1/22 (金)

1993/2/12 (金)

1993/ 5/28 (金)

1993/6/15 (火)

1993/6/25 (金)

1993/7/2 (金)

B　日本文化・日本事情

1)講義・演習

今期は開設せず。

2)見　学

1992/10/23 (金)

1992/10/30 (金)

1992/ll/13 (金)

広島市青少年セソクー

広島大学附属小学校・中学校・高等学校

広島大学附属幼稚園

広島市中央公民館・広島市立中央図書館

広島市教育セソタ-

尾道商業高等学校

広島市立広島養護学校

呉工業高等専門学校

広島県教育委員会・広島YMCA学園

広島朝鮮中・高級学校

平和記念公園・原爆資料館

広島市現代美術館・広島城・縮景園

ttft

1993/2/12 (金) -2/13 (土)　尾道市

C　日本語教育

1)日本語特講(1992年10月　-1993年2月。週平均30時間)

9 :45- 10 :30 10‥50ー12‥20 13:10 - 14 :40 15 :00- 16:30

月 中 川 中 川 渡 部 渡 部

火 浮 田 浮 田 小 野 小 野

水 浮 田 浮 田 橋 本 橋 本

木 深 見 大 槻 深 田 深 見

金 縫 部 縫 部 浮田 . 多和田 . 中川 . 深見

日本語講師

浮　田　三　郎

多和田　虞一郎

広島大学留学生セソタ一教授

広島大学留学生セソタ一教授
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中　川　正　弘

M .IE　羊

縫　部　義　窟

rt: =　昭　三

大　槻　温　子

小　野　由美子

橋　本　敬　司

沌　a; >i㌧　見

広島大学留学生セソタ～講師

広島大学留学生セソタ-講師

広島大学教育学部助教授

広島大学教育学部講師

広島大学教育学部非常勤講師

広島中央女子短期大学助教授

広島大学教育学部非常勤講師

広島大学教育学部非常勤講師

2)上記以外の日本語・日本事情のクラス(1993年4月　-1993年9月。能力と必要

に応じて選択)

D　その他

1992/ll/2 (月)

1993/1 /30 (土)

1993/2/2 (火)

1993/2/22 (月)

1993/ 6/18 (金)

-ll/3 (火)庄原市ホームステイプログラム

-1/31 (日)国際交流活動研修会

(広島市似島臨界少年自然の家)

-2/4 (水)スキー研修(県民の森)

-2/24 (水)研修旅行(京都・奈良)

-6/20(日)イソターナショナル・ユース・セミナー

(国立江田島青年の家)

1993/7/10 (土) -7/ll (日)青少年との国際交流"BIG JAMBOREE

(広島市似島臨界少年自然の家)
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日　本語研修　コ　ー　ス

〔修了者〕
第十六期(1993年4月～93年9月(13人)

多和田　展一郎

氏 名
クラスでの
呼 び 名

国 生年 専 攻 専門教育

M yint M yint S an ミソミソサソ ミ ヤ ソ マ ー 1959 教 育 行 政 学 広島大学

B albin , C elia R iv era セ リ ア フ イ リ ピ ソ 1960 教 育 学 〟

R ibeiro ,P au lo S erg io M ach ado パ ウ ロ ブ ラ ジ ル 1964 教 育 行 政 学 ′′

B ah ar, R um an a ル マ ナ バソグラデシユ 1967 歯 科 学 ′′

T eix eira .E du ardo R olim エドゥワル ドブ ラ ジ ル 1968 歯 学 〟

E scala ,S h u nek M ariel シ ユネック パ ナ マ 1963 歯 学 ′′

L e .D u e M inn レ ベ ト ナ ム 1962 船 舶 機 械 ′′

F arcasan u ,Ilean a C o rn elia イ レ ナ ノレー マ ニ ア 1960 醗 酵 工 学 ′′

San L w in サ ソルイソ ミ ヤ ソ マ ー 1958 経 営 学 名古畳大洋

T eo . Y eo k P en g テ オ マ レー シ ア 1959 経 済 学 山口大学

W resd iyati, T utik チ ユチック イソ ドネシア 1964 叡 医 学 ′′

Ian cu .O v idiu G abri el ガプ リエル ノレー マ ニ ア 1965 池 質 学 〟

E rn i Joh an エ ノレ ニ イソ ドネシア 1964 土 壌 科 学 愛媛大学

第十七期(1993年10月～94年3月) (16人)

氏 名
クラスでの
呼 び 名

国 生 年 専 政 専 門教 育

S h anm u gam ,M o h an asu nd ari モ ハ ナ マ レ ー シ ア 1960 教 育 心 理 学 広 島大 学

T sen djav ,E rdene bat エルデネバット モ ソ ゴ ル 1958 教 育 学 〟

C o tody ,K ou lou bou k a M issh ou M arcellin e コ ト デ イ コ ソ ゴ 1959 理 科 教 育 学 〟

F ajard o ,A m elia C lasara ア メ リ ア フ イ リ ピ ソ 1959 〟 ′′

K u lesza ,E w a M aria エ ノ、ポ ー ラ ソ ド 1959 障 害 児 教 育 ′′

K y aw K y aw K h au n g チヨーチヨ- ミ ヤ ソ マ - 1962 植物 遺伝 子学 〟

D io uf,S alif F igoro サ リ フ セ ネ ガ ル 1963 数 学 〟

M ah m o od . A rsh ad マ フ ム ド パ キ ス タ ソ 1963 生 物 学 〟

W ou ato ng .A rm an d S ylv ain L u dov ic ウ ア ト ソ カ メ ル ー ソ 1958 地 学 〟

F ark as. T ibo r テ ィポール !、ソ ガ リ ー 1964 獣 医 学 山 口大学

N edelcu , G abriela ガプ リエ ラ ノレ- マ ニ ア 1967 工 学 〟

M an yw eathers,Jen n ifer Jan e ジ ェ ニ ー オ】ス トラリア 1969 応 用 化 学 愛 媛大学

D aw T in M yo K yi 1959 理 科 教 育 長 崎大学
、コー チー 、 ヤ ソ マ ー

M artosak ir S u h arto ス ハ ル ト イ ソ ドネ シア 196 0 〟 〟

M och B u syairi プシ エイ リ 〟 196 1 芸 術 教 育 熊本 大学

D eq u in a H elen C abang al へ レ ソ フ イ リ ピ ソ 195 9 障 害 児 体 育 宮崎 大学
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日本語研修コース関係講師一覧

第十六期(1993年4月～93年9月)

専　任　　多和田　貞一郎　　浮　田　三　郎　　中　川　正　弘　　深　見　兼　孝

田　村　泰　男　　橋　本　敬　司

人
　
美
　
蕪
　
彰
　
孝

正
　
由
　
　
和
　
光

石
　
野
　
木
　
田
　
村

今
　
水
　
青
　
高
　
北

動常
ヒ
_
「
ヨ
ソ 鴨　瀬　昌　幸　　島　田　智　子　　松　尾　　　馨

MAHARJAN, KESHV LALL

寺　川　智　祐　　吉　田　正　晴　　沖　村　雄　二

亦　川　安　正　　新　谷　英　章　　山　口　登志子

吉　田　将　之

日本語研修コース関係講師一覧

第十七期(1993年10月～94年3月)

章兼見*zl臥正
iiiii'中郎
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三
　
敬

田
　
本

浮
　
橋

郎
　
男
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村

和多
　
田
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松
　
松
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孝

之
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智
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川
　
山
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村
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秋
　
大
　
北

尾
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響
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田　鈴.江
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日本語研修コース　~ (第十五期) 1992年度(十月～三月)　成果報告

期 日 揺 . 業 内 容 等 特 別 研 究 指 導 等 備 考

10/ 13
開講 式

オ .) エ ソテ ー シ ヨソ

10 / 14 ~ 10/ 16
面接 、発 音 、ひ らが な、

初歩 文型

10/ 19 ~ 10/ 23
10 / 23 健 康診 断

原爆 資料 館、 青少 年 セ ソター

10/ 2 6- 10/ 30 10 / 30

広島 城、縮 景 園

ll/ 2 - ll/ 6
ll / 3 公休 日

ll / 5 創立 記念 日

ll/ 9 - ll/ 13 ll / 13 宮 島

ll/ 16 ~ ll/ 20 中間試 験

ll/ 23 - ll/ 27 ll/ 2 3 公 休 日

l l/ 30 ~ 12/ 4 12/ 4 福 山市
12 / 3

「専 FIl用 語解 説」 開始

12 / 7 - 12/ ll

12/ 14 - 12 / 18 期 末試験

12/ 21- 1 / 7 冬 期休 業 (冬休 み)

1 / 8

1 / 11~ 1 / 15 1 / 15 公休 日

1 / 18 - 1 / 22 1 / 22 ,2 3

加 計町 ホー ムス テイ

1 / 25 ~ 1 / 29 中間試 験

2 / l ~ 2 / 5 2 / 5 , 6 尾道 市

2 / 8 ~ 2 / 12 2 / 11 公休 日

2 / 15~ 2 / 19 2 / 2 0 ,2 1 似 島 合宿

2 / 22~ 2 / 2 6 .期 末試 験、 特別 講義

3 / 1 特別 講 義

3 / 2 成果 発表 、修 了式
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日本語研修コース　(第十六期) 1993年度(四月～九月) .成果報告

期 日 授 業 内 容 等 特 別 研 究 指 導 等 備 考

4 / 13
開講式 (ll :00)
オリエソテーシヨソ (ll :30- 12 :帥) I

4 / 14~ 4 / 16
面接、発音、ひらがな、 4 / 16
初歩文型 健康診断 (午前)

4 / 19~ 4 / 23

4 / 26- 4 / 30 4 / 30 ,5 / 1 広島市 4 / 29 公休日

5 / 3 - 5 / 7 5 / 3 ,4 ,5 公休日

5 / 10~ 5 / 14

5 / 17~ 5 / 21

5 / 24~ 5 / 28 5 / 25 中間試験

5 / 31~ 6 / 4
6 / 3
「専門用語解説」開始 .

6 / 7 - 6 / ll 6 / 9 休み

6 / 14~ 6 / 18 6 / 15 前半期末試験
6 / 18、19
岩国、宮島

6 / 21~ 6 / 25

6 / 28~ 7 / 2

7 / 5 - 7 / 9 7 / 8 後半中間試験 7 / 10 ,11 似島合宿

7 / ′12~ 7 / 16

7 / 19~ 7 / 23

7 / 26~ 8 / 31 夏季休業 (夏休み)

9 / 1 - 9 / 3 9 / 3 マ ツダ

9 / 6 ~ 9 / 10

9 / 13~ 9 / 15 9 / 13
期末試験 特別講義

9 / 15 公休 日

9 / 16 成果発表、修了式
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